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り
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と
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く
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こ
と
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れ
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で
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れ
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も
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立
ヶ
花
の
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窄
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は

立
ヶ
花
の
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窄
部
は

断
層
運
動
に
よ
り
形
成

断
層
運
動
に
よ
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形
成
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台
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台
風
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号
で
は
千
曲
川
堤
防
が
破
れ

号
で
は
千
曲
川
堤
防
が
破
れ

た
り
越
水
し
て
大
変
な
被
害
が
出
ま
し

た
り
越
水
し
て
大
変
な
被
害
が
出
ま
し

た
。
そ
の
原
因
と
し
て
立
ヶ
花
の
狭
窄

た
。
そ
の
原
因
と
し
て
立
ヶ
花
の
狭
窄

部
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
お

部
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
お

考
え
で
す
か
？

考
え
で
す
か
？

　

長
野
市
北
部
と
中
野
市
西
部
の
境

　

長
野
市
北
部
と
中
野
市
西
部
の
境

に
あ
る
立
ヶ
花
の
狭
窄
部
は
、
善
光

に
あ
る
立
ヶ
花
の
狭
窄
部
は
、
善
光

寺
平
の
西
縁
を
走
る
断
層
が
ち
ょ
う

寺
平
の
西
縁
を
走
る
断
層
が
ち
ょ
う

ど
立
ヶ
花
付
近
で
千
曲
川
を
横
切

ど
立
ヶ
花
付
近
で
千
曲
川
を
横
切

り
、
こ
の
断
層
が
繰
り
返
し
動
い
た

り
、
こ
の
断
層
が
繰
り
返
し
動
い
た

結
果
で
き
た
も
の
で
す
。
断
層
が

結
果
で
き
た
も
の
で
す
。
断
層
が

動
く
と
、
断
層
の
北
西
側
（
千
曲
川

動
く
と
、
断
層
の
北
西
側
（
千
曲
川

の
下
流
側
）
が
数
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
隆

の
下
流
側
）
が
数
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
隆

起
し
、
上
流
側
が
沈
降
し
ま
す
。
も

起
し
、
上
流
側
が
沈
降
し
ま
す
。
も

し
、
千
曲
川
が
初
め
か
ら
現
在
の
中

し
、
千
曲
川
が
初
め
か
ら
現
在
の
中

野
市
の
延
徳
田
ん
ぼ
方
面
を
流
れ
て

野
市
の
延
徳
田
ん
ぼ
方
面
を
流
れ
て

い
れ
ば
、
断
層
の
動
き
に
邪
魔
さ
れ

い
れ
ば
、
断
層
の
動
き
に
邪
魔
さ
れ

な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
地

な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
地

形
が
形
成
さ
れ
始
め
た
こ
ろ
は
、
現

形
が
形
成
さ
れ
始
め
た
こ
ろ
は
、
現

在
の
立
ヶ
花
付
近
に
流
路
が
あ
っ
た

在
の
立
ヶ
花
付
近
に
流
路
が
あ
っ
た

た
め
に
、
活
断
層
の
動
き
で
善
光

た
め
に
、
活
断
層
の
動
き
で
善
光
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州大学理学部教授。現在、信州大学名誉教授。1998 年から、父親の州大学理学部教授。現在、信州大学名誉教授。1998 年から、父親の
跡を継ぎ、真言宗智山派明徳寺住職。跡を継ぎ、真言宗智山派明徳寺住職。

2020 年 3月号
発行日 3月 10日

会　費	 2,000 円
購読料	 3,000 円（送料込）
　振　替　00510-3-15971 長野県革新懇長野県革新懇

図１　立ヶ花を横切る断層。図中の赤い点線。図１　立ヶ花を横切る断層。図中の赤い点線。
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図２　長野県内の活断層図２　長野県内の活断層


